研修資料⑫
ケース検討会議の演習

１．ケース会議の目的と課題
ケース会議の目的と方法はさまざま
関係機関を集めたいと思うとき

「ケースへの対応を検討したい」
：実際はアセスメントが課題であることが多い

「支援課題と各機関の役割を明確にしたい」
：フォーマット（研修資料④⑤）を完成させればよい
２．支援課題と各機関の役割を明確にするためのケース会議を成功させる
（１）よいケースレポート

ゴール（結論）を意識し、できるだけ完成に近いレポートをする

アセスメントと支援課題、個々の支援プランまでレポートする（研修資料⑬）
（２）上手な司会

「右に流れる」ように誘導する
常に『アセスメントのためのフォーマット』のどこが話題になっているかを把握する
自分の手に負える範囲を考えながら進行する（いくつのことが話題になっているか）
（３）明確で作業意識の高い質疑・討論

オープン・クエスチョンを避け、質問・発言の意図、自分の考え・意見を述べる

「質問→回答」だけでなく、質問者に「その回答からわかったこと」を述べてもらう

質問されていないことまで喋らない
多くのメンバーが残り時間を意識し、「右に流す」という作業意識を共有する
（４）アセスメントと後半の検討課題を固める

　　ケースに関する確認や質疑が一段落したら、そこまでのアセスメントと後半のおもな検討課題と残り時間の使い方を確認・共有する。

（５）沈没しそうなときには、早めに別のまとめ方に切り替える（研修資料⑨⑩⑭）
